
（一社）神奈川県火薬類保安協会の沿革

昭和３６年 ４月 任意団体として神奈川県火薬類保安協会が発足

初代会長 青木 勝 就任。

昭和３７年 ４月 ２代会長 三枝啓三 就任

昭和３８年 ４月 ３代会長 満尾貞弘 就任

昭和４０年 ４月 ４代会長 三枝啓三 就任

昭和４２年 ４月 ５代会長 満尾貞弘 就任

昭和４３年 ４月 ６代会長 小川利次 就任

昭和４５年 ４月 ７代会長 太田丑五郎 就任

昭和４８年 ５月 ８代会長 見上 保 就任

昭和５０年 ５月 ９代会長 加藤一郎 就任

昭和５０年 ７月 社団法人全国火薬類保安協会（＊）(以下「全火協」という｡)

の保安手帳制度開始に伴い、保安教育講習及び保安手帳交

付事務を開始 併せて登録講師の登録を開始

昭和５１年 ２月 事務所設置場所は､会長所属事業所内の移転を繰り返して

いたが､横浜市中区山下町１番地 シルクセンター内に移転

昭和５２年１２月 社団法人神奈川県火薬類保安協会として認可

昭和６２年 ８月 火薬類保安責任者国家試験事務を神奈川県が委託した指定

試験機関(全火協)の神奈川県試験事務所として実施開始

平成１１年 ５月 １０代会長 見上 攻 就任

平成１２年 ５月 事務所を横浜市神奈川区東神奈川一丁目８番４号へ移転

平成２３年 ７月 事務所を横浜市中区弁天通三丁目３９番地４０６号へ移転

平成２５年 ４月 一般社団法人神奈川県火薬類保安協会として認可

（＊）現：公益社団法人 全国火薬類保安協会


